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　　LEs　AMIs　DE　GERMAIN　NouvEAu：
Marce1－A．　RuFF，　Mait6　PIN・DABADIE，　Henri　CouLET，
　　　　　Louis　FOREsTIER　et　les　amis　dans　le　Midi
《ジェルマン・ヌーヴォー友の会》
椹藤　南海子
はじめに
　ジェルマン・ヌーヴォーの研究に携わって以来，紀要に論文を発表する
ようになって以来，幾度となく，「《ジェルマン・ヌーヴォー友の会》と
は，どういう組織なのですか？」という質問を受けました。今回は，この
会について，説明を試みたいと思います。先ず，この会のパンフレットの
文を，引用致します。
　　Cr66e　en　1962，　la　Soci6t6　des　AMIS　de　GERMAIN　NOUVEAU
　est　une　Association　reconnue　d’util三t6　publique－J．0．　du　5　f6vrier
　1970r6gie　par　la　loi　du　l　er　juillet　1901．
　　Elle　a　pour　but　de　mieux　faire　connaitre　1’Qeuvre　du　poさte，
　de　faciliter　l’6tude　de　ses　6crits，　de　favoriser　la　publication
　d’ouvrages　et　d’artic16s　le　concernant，　de　publier　ses　textes
　in6dits；
　　Elle　se　r6unit　le　troisiさme　mardi　de　chaque　mois　au　Club　du
　Vieux　Port，18H　15
　　1962年に創設された《ジェルマソ・ヌーヴォー友の会》は，1970年2
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　月5日の官報により，1901年7月1日に制定された法律によって，公益
　として認められた協会であることが認知された。
　　この会は，詩人の作品をよりよく知らしめること，彼の作品の研究を
　容易にすること，彼に関する文や作品の出版を奨励すること，詩人の未
　発表の作品を出版すること，を目的としている。
　　この会は，毎月第3火曜日18　H　15，Vieux　Portクラブにおいて集い
　が開かれている。
　現会長は，パリ大学教授　ルイ・フォレスティエ。
　副会長は，プロヴァンス大学教授　アンリ・クーレ。
　事務局は，作家　マイテ・パソーダバディ女史。
　以上，お三方が，中心となっておられます。発足して以来29年しか経って
おりません。そもそもの始まりは，’50年代の終りに，パン夫人が，当時，
プロヴァソス大学の文学部長であられたマルセル・A・リュフ教授に，手
紙で，ヌーヴォーのことを尋ねたことにあります。そして，教授の自宅に
集まった，マルセイユ大のシモン・ランティエリ教授，クリスチャン・ポ
ンス教授と共に，ヌーヴォーについて話すうちに，パン夫人の発案で，
《友の会》として発足することになるのです。1962年～1987年の初代会長
はマルセル・A・リュフ教授。副会長はルイ・フォレスティエ教授。終身
秘書が，マイテ・パンーダバディ夫人。地方委員が：クリスチャン・ポソ
ス教授，プーリエール市長，ジョゼフ・パスカル，オノレ・シルヴィ，オ
リーヴ・タマリ，アソリ・ルパンの6氏です。
　1973年までは，年1回，5月に，プーリエールに集まり，1924年から
は，マルセイユ（5月）・エックス・アン・プロヴァソス（6月），プーリ
エール（6月），ツーロソ（6月），ニース（5月），ル・ボーセ（5月）と，
年毎に会場を移し，筆者が発表を行った1979年5月27日は，St．　Maximin
修道院においてでした。
　会の大きな特微は：必ず，HOnor6　Silvyの朗唱について，全員がヌー
ヴォーの詩を和することと，昼食には必ずCivet　de　porcelet（Var地方
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でよく食される豚のシチ＝一料理，プーリエール産の萄葡酒を使用する）
を味うことです。筆者が滞仏していた1981年迄は，rAvE　MARIs　STELLA
海の星への祈薦』を唱えたものですが，入信後100年（1891年5月14日，
ヌーヴォーは，神秘体験を経て，実践者となる）の今年は，rDERNIER
MADRIGAL最後のマドリガル』をシルヴィ氏が，ヌーヴォーの墓前で，一一
入で朗唱されました。そして，もう一つ。会議の終了後，必ず，ヌーヴォ
ーのためのミサが，デ＝ラン神父によって執り行なわれることです。そし
てここでは，今年も又例年の如く，『海の星への祈疇』を，全員で唱えま
した。
1．Marcel　A．　RUFF
本年6月10日現在95歳のリュフ氏は，第一次大戦中は，アルジェリア歩
兵（Les　ZOuaves）とし
て従軍し，帰国後Ecole
normale　sup6rieureに
入り，卒業後イギリスに
渡り，イートン校のフラ
ンス語教師，王立フラン
ス語学院の副院長等を
歴任し，1924年には，
Londonで知り合った
Therさseさんと結婚，
その後眼病に悩まされる
ようになり帰国，Aix－
e皿一Provenceに落ち着
き，プロヴァンス大の教
授となります。主要会員
MarceI　A．　RUFF教授
1991年6月10日　撮影
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の中では，唯一，ヌーヴォーについての著作がありません。しかし，1962
年にパリのHATIER社から出版されたRIMBAUZ）Connaissαnce　des
Lettres　pp．218～220　には：
　　　Germain　Nouveau　a　pass6　environ　quatre　mois　avec　Rimbaud，
　partageant　sa　chambre　de　Stamford　Street　et　l’aidant　sans　son
　travai1，　puisque　dans　le　manuscrit　des　llluminations　pr6par6　par
　Rimbaud　deux　pages　sont　de　1’6criture　de　son　compagnon．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　……中略……
　　　Nouveau，　qui　a　vingt　et　un　ans　en　1872，　en　est　encore　presque
　au　pastiche　des　poさtes　qu’il　admire，　Baudelaire，　Verlaine，
　Richepin．　En　18741’6cho　direct　de　Rimbaud　se　fait　entendre
dans　R伽claustral，　les　Hbtesses，　Saintes　femmes，　Ciels　et
　quelques　autres　poさmes．　C’est　le　moment　od　il　6crit　ses　Notes
parisiennes，　dont　la　premi6re　commence　ainsi：
　　　　L，inconnue，　c，est　elle．
　　　　Madame　est　sortie．　Sa　coiffure　est　javanaise，　sa　toilette
　　　aussi，　d’ulle　simplicit6　ruineuse，　elle　ne　s’en　doute　m6me　pas，
　　　ni　qu’elle　d6pense　en　cravates　les　apPointements　d’un　chef
　　　aux　Finances．
　　　D6ja　la　fin　de　la　phrase　d696nさre．　Nouveau，　le　moins　pr6－
tentieux　des　hommes，　et　qui　plus　tard　allait，　comme　Rimbaud，
se　d6sint6resser　totalement　de　la　publication　de　ses（Euvres　et
mem・Pihterdi・e，・t・さ・j・・t・m・nt　d・nn6　a　ee・cr・q。i、1，　tit，e
modeste　de　Notes　parisiennes．　Impossible　vraiment　de　supposer
　que　les　Illuminations　lui　doivent　quoi　que　ce　soit．　Si　son　style，
par　moments，　s’en　rapProche　en　surface，　c’est　ull　signe　de
l’admiration　qu’elles　lui　inspirent，　et　de　sa　part　tout　porte　a
penser　qu’il　se　fait　un　jeu　de　les　imiter．
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　ジェルマン・ヌーヴォーは，ランボヲと共に約4ケ月スタンフォー
　ド・ストリートの一室を分ち合い，職もなくランボヲを助けながら過し
た。というのも，ランボヲによって練られた『イリュミナシオン』の2
頁は，彼が清書をしている（1）。（p．218）
　　　　　　　　　　　　一中略一
　1872年に21歳であったヌーヴォーは，当時彼が賛美していたボードレ
　ール，ヴェルレーヌ，リシュパンの詩の模作をしていた。1874年には，
　ランボヲの直接的な影響が，Reve　claustral，　les　Hδtesses，　Saintes
femmes，　Cielsほか，数編に見られるのだ。それは，彼がNotes
Parisiennesを書いた頃のことである。最初の行は，以下の如く始ま
　る：
　　見知らぬ女，それは彼女。
　　　マダムは出かけた。彼女の髪型はジャワ風，彼女の化粧もそう，簡
　　素で，彼女は，財務長の給料をクラヴァットに費すことさえ気づいて
　　いない。
　　既に文章の終りは特質を失っている。人々の中で最も己惚れが強くな
　く，後にはランボヲのように，彼の作品の出版について関心をなくし，
　又，それを禁じさえするようになったヌーヴォーが，それだからこそこ
　れらの草稿にNotes　Parisiennesという慎しい題名を付けた。　les
　Illuminationsが彼に何が何でもというつもりにしたと推測するのは不
　可能である。もし彼の文体が，時おり，表面上イリュミナシオンに類似
　しているとすれぽ，それは賛美の表出であり，イリュミナシオンが，彼
　に着想を与えたのであり，彼の側では，全てが，彼がイリュミナシオン
　を易々と真似しているという考えに帰着する。
リュフ氏の場合，ランボヲを通してヌーヴォーを研究していると申せます
が，以上の文章で解るように，この時点で既に，ヌーヴォーの才能を認
め，ランボヲの影響を受けたとはいえ，模倣ではないことを力説しておら
れます。
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　　　左：クーレ氏，中央：フォレスティエ氏，右：ダパディ女史
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1991年6月9日撮影）
II．　Miat6　PIN　DABADIE
　《友の会》の発案者であるダパディ女史は，1936年に，航空技師であっ
たパン氏と結婚。1985年まで，お2人のおしどり夫婦ぶりは，仲間内では
つとに有名でした。ヨーロッパ人の中でも大柄なパン氏が，常に，小柄な
夫人の斜め後に，寄り添うように付き従っていらしたものです。夫人は，
見ていて疲れてしまいそうな程，精力的に，毎年の大会を組織してこられ
たのです。1962年に出版された，ヌーヴォーについての研究誌にも，「後
記」に：
　　La　veille　de　la《journ壱e　Germain　Nouveau》1es　hommes　munis
　de　leur　faux，　droits　sur　les　camions，　partent　pour　la　moisson．
　Afin　d’offrir　aux白trangers，　qui　demain　seront　nombreux，　le
　visage　d’un　village　heureux　de　la　gloire　non　6ph6m6re　de　son
　enfant．
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　Et　c’est　peut－etre　cela　la　priさre’de　Pourriさres？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Mait6　DABADIE
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（P．143）
　　《ジェルマン・ヌーヴォーの日》の前日，人々は長柄の鎌を用意し
　て，トラックの上に真すぐに立ち，刈り入れに出発する。明日は大勢来
　るであろう外国人達に，村の出身者の束の間ではない栄光で幸せな村の
　顔を提供するために。
　　そして，それが恐らくは，プーリエールの祈りなのであろうか？
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（a－s．　p．143）
と，書いておられます。
　ダバディ女史の文章は，良く申せば，詩的であり，悪く申せば，あまり
にも修辞的で解りにくいのですが，女史の組織力は，大変なものです。高
齢にも拘らず，全てを取り仕切り，教授達の口をも決してはさませませ
ん。誰々の車で，誰を送るといったことも，全て彼女の意志次第で，我々
会員同志，仲良しが一緒に，などということも一切許されません。御蔭で
筆者は，毎回未知の人間を知ることになり，友人を増やすという面で，大
変役に立っています。尤も，フランス本国の方達の中には，疲れている時
などは，お互いどうし，「何故我々の自由にならないの？」という不満も
でてきます。大変独断的な人間ではありますが，彼女のような存在がなか
ったら，こんなに大きな会にはならなかったであろうと思います。いずれ
にしろ，何ごとにも「我」を主張するフランス人が，この日ばかりは，設
立者ダバディ女史の機嫌を損ねないように大人しく（ダラダラと）命令に
従っているのは，なかなか面白い眺めです。女史は，常々，知らざる人間
を世にだそうとする意欲が強く，時々，小さな間違い（2）をするようです。
ただし，それらの行為が全て善意から生じているため，皆の尊敬を失うこ
となく，支配者として君臨しておられるのです。では，マレシャル・ド・
ヴィラール賞を受けたL’．ECHARDE　DANS　LA　CH41R　ou　LA阪E
I）uPoETE　Germain　NOUVEAU　HUMILIS『肉の中の刺』の最後の
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節を引用致します。
　　Aussi　a　l’heure　derniさre，　en　cette　aurore　Pascale，　instant　de
　Grand　Passage－d6sirs　et　reves　mel6s－1’ame　enrob6e　d’espoir，
　le　poさte－mendiant　se　vit－il　comme　le　Fils，　emport6　dans　les　bras
　mis6ricordieux　de　Notre－Dame－des－Bois，　Ia　Vierge　de　Pourriさres．
　Tandis　qu’Elle　recevait，　une　fois　encore，1’homme　ceint　de　la
　couronne　d’6pines　exhalant　dans　un　ultime　soupir　ces　mots，
　aboutissement　de　toute　une　vie：
　　《Savoir　aimer　su岱t，　savoir　aimer　d61ivre》
　murmur6s　pour　le　Monde，　non　plus　sur　les　notes　d’
　　　　《Une　Iyre　OrgUeilleUSe　et　rare》
　en　suspension　entre　ciel　et　terre，　mais　son　corps　toujours
　accroch6　a　la　terre　par
　　　　（．．．）un　pauvre　instrument　barbare
　　　　Taill6　dans　l’arbre　de　la　croix》（419）．
　　それ故最後の時に，聖なる訪問の復活祭の明け方に一欲望と夢の混
　りあった一希望に包まれた魂，乞食詩人は自分を，プーリエールの聖
処女ノートル・ダム・デ・ブワの慈悲深き腕の中に抱かれた息子のよう
　に思っただろうか？　彼女がもう一度受け入れたとしても，男は，全人
　生の成果を，これらの言葉を最後のため息の中にもらしながら，刺の冠
　をまきつけた；
　　《愛することを知ることで充分であり，愛することを知ることは自己
　を解放する》と人々に囁いて，
　　　　《傲慢で非凡な詩》をノートの上にではなくて，
　天上と地上との問に停まって，しかも彼の肉体は常に
　　　　（…）十字架の木の中に刻んだ
　　　　野蛮で貧相な楽器
　によって，地．ヒにつながれている。　　　　　　　　　　　（p．244）
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III．　Henri　COULET
　先般，エックス・アン・プロヴァンス大の文学部長の公職を退かれたク
ーレ教授は，《友の会》設立後2・3年して入会。大学で，1・2年生のク
ラスに仏文学の全てを教えねぽならず，当時Gallimard社から出版され
たぽかりの，MouQuETとBRNNERの本を参考に使用したことから，ヌー
ヴォーに興味を抱かれ，仲間に加ることになったとのことです。本年71歳
の氏は，学生時代からの友であったPierrette夫人と，常にお二人で会に
参加しておられます。42歳の子息Jean・Jacquesと孫娘Marianが可愛
くてならない，ご夫妻共々，大変人間味豊かな方々で，筆者も，滞仏中
は，いろいろ相談にのって頂いたものです。氏は18世紀の専門家であり，
現在Michel　GILoT氏と共に執筆中のPleiade版MARIvAuxが，最終段
階に入り，もうすぐ出版の予定です。
　ヌーヴォーについても現在まで3編ほど論文を書かれており，ここで
は，そのうちの2編から，引用致します。
　　　II　est　faux　de　dire　que　Noveau　abandonnera　la　po6sie：iI
　copiera　des　po6mes　sur　ses　carnets　jusqu’aux　derniさres　ann6es
　de　sa　vie；son　inspiration　religieuse　s’est　transform6e，　s’est
　d6pouill6e　de　la　rh6torique　et　s’est　int6rioris6e：　［dans　La　I）oc－
　trine　de　l’　Amour，　il　c616brait　la　religion　catholique；　dans
　《Memorare》16s《Aux　Saints》，　il　est　un　p6cheur　repentant　et　un
　croyant　qui　exprime　son　angoisse　et　sa　foi；les　deux　versions
　de　sa　paraphrase　de　l’Ave　Maris　Stella　sont　encore　plus　610ign6es
　．de　toute　litt6rature，　malgr61es　archaismes　auxquels　Nouveau　se
　plait．　Le　fantaisiste，1’ironiste　n’est　pas　mort　en　lui；il　6crit
　parfois　un　quatrain，　ou　une　chanson，　ou　une　satire；］　il　est
　important　de　noter　que　la　v6rit6　a　laquelle　il　s’6tait　voue　exi一
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geait　la　r6forme　totale　et　impitoyable　de　son　existence，　mais
．non　pas　le　reniement　de　la　po6sie，　peut－etre　parce　qu’il　n’avait
pas　fait　de　la　po6sie　l’instrument　de　prospection　hors　des　che－
mins　normaux　de　la　connaissance，　ni　l’instrument　de　salut　qu’on
pr6tend　qu’elle　avait　6t6　pour　Rimbaud．　Pour　Nouveau，　la．
po6sie　6tait　une　mani壱re　de　dire；son　parler　6tait　naturellement
rythm6　et　imag6，　que　ce　fat　pour　un　cantique　a　la　Vierge　ou
un　placet　au　grand　maitre　de　l’Universit6　auque　il　demandait
une　pension．　Rimbaud　fut　un　d6couvreur，　Verlaine　fut　un
artiste，　Nouveau　fut　un　lyrique　et　un　imaginatif．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（a．v．　pp．52－53）
　ヌーヴォーが，詩を放棄することになると言うのは間違いである：彼
は，彼の人生の最後の数年迄，手帳に詩を書き写すことになる：彼の宗
教的霊感は変化し，レトリックを捨て，内面化した。　〔……中略……〕
彼が，熱中していた真実に対して，彼の存在の完全で峻厳な改革を要求
していたことに留意することが重要である。しかも，詩への裏切りでは
なくて，恐らくは，彼が，詩のことを，知識への一般的な道程から外れ
た探検への手段とはしなかった故であるし，ランボヲにとっては，詩が
そうであったと言われている救済のための手段でもなかったからであ
る。ヌーヴォーにとって「詩」とは話すことの一つの手段であった。彼
の話し方は，勿論，律動的で比喩的であった。それは，聖処女への賛歌
であったし，あるいは，彼が年金を要求していた大学の大先生への審理
請求書であったのだ。ランボヲは発見者であり，ヴェルレーヌは芸術家
で，ヌーヴォーは叙情詩人で想像力豊かな人間であった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（a．v．　pp．52－53）
　La　vision　color6e　de　Nouveau　est　vive，　ses　couleurs　sont　bien
contrast6es　et　simples　comme　dans　les　tableaux　du　XVIIe　siさcle；
son　vocabulaire　n’a　ni　l’6nergie　rimbaldie皿e　ni　les　raret6s　du
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　style　artiste，　mais　il　soigne　les　contrastes，　les　6chos，　les　accords，
　les　harmonies，　les　correspondances．　La　est　son　vrai　m6rite　de
　coloriste，　qui　est　un　m6rite　de　poさte　et　non　de　peintre．　Nouveau
　s’est　cr66　un　systさme　significatif　de　couleurs．
　　ヌーヴォーの色どられた光景は強烈であり，その色彩はあたかも17世
　紀の絵画のように対照的で単純である；彼の言語はランボヲ風の力強さ
　もなければ，芸術的文体としての希少価値もないが，しかし彼は，対比
　と反響韻，調和，譜調，交感を大切にしている。そこに，画家としてで
　はなく詩人としての長所である，彼の色彩画家としての真価がある。ヌ
　ーヴォーは，色彩の意義的実践方法を創造した。（Berenice　p．340）
確かに，ヌーヴォーにとって，「詩」とは，話し方の一形体であったから
こそ，説明的にすぎる詩が多いと思います。それが当時の読者を引きつけ
なかった理由だと考えます。どの作品をとっても，才智と，凡人には到達
することのできない閃きと，心の奥底にまで触れてくる感動と衝撃を与え
る力を有しているのは，ランボヲであり，その友ヌーヴォーではないので
す。しかし，拙いなりに，彼の詩には，誠実さと素直さがありますし，ラ
ンボヲに誘発されて，いつもの調子から外れた詩には，大変素晴しいもの
が多いのです。
　私見では，現在の日本においては，むしろヌーヴォーのような詩は，受
け入れられ易いのではないかと思います。俳句にしろ，短歌にしろ，象徴
的でも，修辞的でも，高貴でもなく，ただ日常を，自分の思いを，会話
を，そのまま歌や句にしている作品が多く，そういった類の作品が，より
多くの読者を引きつけているように思えるからです。ヌーヴォーは，話し
方の一形体として「詩」をとらえたという意味で，先駆者の一人であった
のではないでしょうか？
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IV．南仏の友人達
　他の会員達には，1962年以来の会員で，故人となられたChristian　PoNs
氏がおります。氏は，1977～’81年の間3回，マルセイユのホテルからプ・
一リエールまでを，筆者の送迎役を夫人と共に引き受けて下さった方で
す。当時マルセイユ大の教授でした。Ecole　normale　sup6rieure在学以
来，英文学を専攻され，特にRICHARDSONの専門家として著名な方で
す。若手研究者の意見にも真摯に耳を傾け，奥様共々，温厚で優しい印
象が残っております。亡くなられたのが大変残念です。ではNOUVEAU　ET
DICKENSの中から：
　　II　ne　nous　appartient　pas　ici　de　trancher　entre　Taine　et
　Nouveau，　Mais　le　poさte　chr6tien　6tait　sans　doute　mieux　pr6par6
　que　le　rationaliste　classique　a　aimer　Dickens　et　la　litt6rature
　anglaise，　A　nos　chercheurs　de　d6couvrir　maintenant　la　fameuse
　correspondance　de　Nouveau（1501ettres，　dit－on）．　Ils　y　trouveront
　peut－6tre　la　r6ponse　aux　questions　que　nous　venons　de　poser．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（a．v．　pp．63－64）
　　ここでテーヌとヌーヴォーをはっきり分けるのは我々の役目ではな
　い。しかし，キリスト教詩人は，恐らく，ディケンスやイギリス文学を
　愛することについては，より伝統的な合理主義者であった。今話題のヌ
　ーヴォーの書簡（150通もあるそうだ）を発見している研究者達，彼ら
　は恐らくそれらの書簡の中に我々が提出したぽかりの疑問に対して，答
　をみつけだすことであろう。　　　　　　　　　　（a．v．　pp．63－64）
　その他の友には，やはり’61年以来の会員である，哲学者で，プロヴァ
ソス大教授であったSimon　LANTIERI氏がおります。1973年《La　conju－
gaison　de　la　Femme　et　de　la　M6re　chez，　Nouveau》，75年くLa　dyna
mique　de　l’image　dans　1’oeuvre　nov61ienne》，77年《La　conjugaison
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　69
de　la　Femme　et　de　la　Mさrie　chez　Germain　Nouveau》（suite），’79
年《Le　problさme　de　l’ame　et　du　corps　dans　l’ceuvre　de　Germain
Nouveau》を，年1回の大会で発表されております。
　そして，毎年ヌーヴォーの詩の朗唱をなさり，プーリエールの住民であ
ったHonor6　SILVY氏も紹介しなけれぽ片手落ちでしょう。本年の送迎
役を勤めて下さり，いろいろお話しをする機会を得ましたが，ヌーヴォー
の詩全部，何年に何が詩人に起ったか迄を暗記しておられ，驚嘆致しまし
た。ヌーヴォーを支えているのは，氏のように，詩人でも作家でも学者で
もない，唯単にヌーヴォーに心酔して，研究者以上の知識を有した一市民
なのだということを解らせて下さった方です。氏のような方が，今後もプ
ーリエールから輩出されることを期待しております。
V．　1．ouis　FOREsTIER
　最後の章では，現会長で，ヌーヴォー研究家の第一一”’・人者であるルイ・フ
ォレスティエ氏を紹介致します。《友の会》発足時には，若くして副会長
となり，現在パリ第4ソルボンヌ校の教授です。2e　et　3さme　Cycles（修
士・博士課程）では，《le　naturallisme》を，専門講義では，《Litt6rature
et　peintre：Maupassant　et　Huysmans（Suite）》を担当。1977～’81
当時はパリ大学第10ナンテール校の教授で，専門講義では《RIMBAUD》を
教えておられました。氏は19世紀の専門家であり，若い時から頭角を露
し，1970年には，Charles　CRos，（Eunres　complさtesをプレイアード版
からP．0．ヴァルゼル氏と共同出版されております。1931年生れですの
で，本年60歳，学者として最も活動的で充実した忙しい毎日を送っておら
れます。
　＿Entre　les　lignes，　comme　en　filigrane，　Nouveau　laisse　trans－
　paraitre　sa　personnalit6，　ses　id6es，　model6es　peut－etre　par　le
　《passant　consid6rable》．　Souvenirs　d’enfance　discrets，　a伍rmation
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　d’un　supr6me　d6dain　pour　tout　ce　qui　est　ou　m6diocre　ou　refus
　du　risque　et　de　l’h6roisme　po6tiques：voila　ce　que　ces　courts
　poさmes　laissent　entendre．　Participer　aux　Dixains　r6alistes，　pour
　Nouveau，　c’est　moins　moquer　tels　hommes　ou　telles　doctrines
　qu’a缶rmer　sa　foi　en　une　aventure　po6tique　diff6rente．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（a．s．　P．79）
　…行の合間に，言外に，ヌーヴォーは，恐らくは，《重要な通行人》と
　して形づくられた，彼の人間性，彼の思想を透かし見せている。目立た
　ない子供時代の想い出，詩的ヒロイズムや詩的危険性に対する拒絶，凡
　庸さ，全てのものに対する徹底した軽蔑への明確化というものを，こ
　こで，これらの短かい詩がほのめかしているのである。les　Dixains
　realistesに関与することは，ヌーヴォーにとって，異った詩的冒険に
　対する彼の信念を明確化するというよりはむしろ，人間とか知識とかを
　椰楡しているということである。　　　　　　　　　　（a．s．　p．79）
以上は，1876年に書かれたDixains　r6alistesの評です。これは，ロンド
ンから帰ったヌーヴォーが，Nina　de　Villardのサロンに通っていた頃の
作品です。11編からなり，全てが，平韻のAlexandrinから成っていま
す。この詩は，ヌーヴォーの一面を物語る作品で，ヌーヴォーの本質の一
部かもしれません。ここでも，フォレスティエ氏が，ヌーヴォー自身を見
事に描きだしてみせる手腕の持ち主であることが解ります。では，氏の文
章の中で，最も，ヌーヴォーの内面を我々に示してくれていると思う一文
を引用致します：
　　11me　semble　que　cette　image　est　la　plus　repr6sentative　d，une
　attitude　mentale　de　Nouveau．　Elle　marque　6videmment　un　d6sir
　de　calme，　au　milieu　d’une　eau　trop　clairement　f6minine　et
　matern611e．　D’ailleurs，　quel　que　soit　1’616ment，　une　fois　atteint
　ce　lieu　de　l’immobile，　le　poさte　prend　conscience　du　fait　d’exister．
　C’est　l’ataraxie　des　sages　antiques，　mais　aussi　celle　qui　permet
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aun　Rousseau　ou　un　Montaigne（aprさs　sa　chute　de　cheva1）de
sentir　pleillement　Ia　vie．　Il　y　a　dans　ces　quatre　vers　un　senti－
ment　d6ja　tres　moderne．　En　outre，　ils　sont　symboliques　d’une
forme　de　la　volont6．　Nouveau　n’est　pas　de　ceux　qui　luttent
dans　le　flot．　Il　n’est　pas　combatif．　Il　se　laisse　aller，　s’abandonne
avec　d61ices．　En　d’autres　moments，　il　se　replie，　s’enferme，　attend
que　la　sollicitation　vienne　de　l’ext6rieur．　De　la　mort　meme，　il
attend　qu’elle　vienne　comme　un　voleur（et　ce　n’est　pas　jeu
d’Ecriture！）；d6robe－nous，1ui　dit－il．　En　cet　instant，　se　r6vさle
le　fond　du　caractさre　de　Nouveau：une　sorte　de　passivit6　qui
n’?唐煤@ni　abandon，　ni　faiblesse．　Il　n’est　pas　de　ceux　qui　s’emploient
avec　6nergie　a　reconstruire　la　r6alit6；il　la　subit，　parfois　avec
volupt6．　Sa　vie，　son　oeuvre　en　t6moignent．　Il　va，　pareil　au
morceau　de　Iiege，　toujours　sollicit6，　toujours　a　la　merci　de
courants　divers．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（p．203，　pp．28－29）
　私には，このイメージはヌーヴォーの精神の姿勢を最もよく示してい
るように思える。このイメージは勿論，あまりにも明瞭に女性的で母性
的な水の中央に，静かさへの願望を表明している。その上，例えどんな
要素でも，一度この不動の場所に到達したら，詩人は存在するという事
実を自覚するのだ。これは古代の賢者達のアタラクシアである。しか
し，これは同時に，生命を完全に感じているルッソーとかモンテーニュ
に認められるアタラクシアである。この四行詩の中には，既に非常に現
代的な感情がある。さらに，それらは意志の一形体として象徴的であ
る。ヌーヴォーは，波の中で戦っているそれらではない。彼は闘争的で
はない。彼はのらくらした生活を送り，享楽に身を委ねる。その他の時
には，彼は身をかがめ，閉じ込もり，外部からくる作用を待つ。死に対
してさえも，死が盗人のようにやってくるのを彼は待つ。（そしてこれ
は文字遊びをやっているのではない。）僕を隠しておくれと，彼は死に
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　向って言う。この瞬間こそが，ヌーヴォーの性質の奥底を暴きだしてい
　る。ある種の受動性はなげやりでもなけれぽ弱さでもない。彼は精力的
　に現実をたて直すのに忙しいといった類の者ではない。彼はありのまま
　を受け入れる。時には喜こんで受け入れる。彼の生涯が，彼の作品が，
　この受動性を示している。彼は一片の、、浮き”に似て，常に外部に作用
　され，常に雑多な流れのように流れていく。　　（p．203，pp．28－29）
以上の文の中に登場する四行詩（3）は勿論：
　Sans　verte　etoile　au　ciel，　ni　nebuleuse　blanche
　Surブθne　sais　quel　S砂κmorne，　au　centre　de　l’O
　Magnifique　qui　vibre　autour　de　lui　sur　l’eaa，
　Melancoliquement，　mon　esPrit　fait　la　Planche．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（G．N．　p．320）
を示すのですが，誰もが感じるように，この詩は，ヌーヴォーの本質を示
しているのです。自我の強い西洋社会において，彼のような人間は，全
く，自己を捨て去っているように見えますが，フォレスティエ氏も書かれ
ているように，ヌーヴォーの強さは，自然体のままで，己を捨ててしまっ
ているところにあるのです。これは結果的には，西行の言う
　　世を捨てる人はまことに捨てるかは
　　　捨てぬ人こそ捨てるなりけれ
と同様の状態に人間を置くことになります。文中のアタラクシアという語
を，“精神の平静”，それも“邪魔されない状態”という意味で理解すれぽ
よいのか，或は，「安心立命」の境地という意味で理解してもよいのかを
考えました。そして，ヌーヴォーの生涯を見た上で，「安心立命」を得な
かったからこそ，あれ程に苦しんだのだと思わざるを得ません。勇士であ
った西行が迷ったように，自然体のうえで何もかも捨てさることのできた
ヌーヴォーも又迷わなけれぽならなかったのです。誰にも邪魔されない静
かな環境の中で，太陽に照らされ乍ら，又は，自分をムチ打ちながら，小
さな部屋で冥想に耽りながら，周囲に目に見えない波紋を広げて，ヌーヴ
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オーは唯一人であったのです。
おわりに
確かに，ヌーヴォーは，リュフ氏も序文に書かれているように：
　　Et　Pourtant，　lui　qui　n’est　m勿me　Pas　mentionn6　Paγmi　les　Pob彦es
〃伽θ麗γSde　son彦θ〃ψ5，1θS　rares　voix　qui　Proclα〃・ent　sqn　no〃Z　1θ
　Placent　au　Pre〃zierγang，　aux　c∂彪S　dθRimbaud：　《Non　un　6pi．
　gone　de　Rimbaud－d6clare　Aragon　一：son　6gal．》Et　Breton
　attache　Plus　d’imPortance　d　la　　《conjonction　　exceptionnelle》
　Rimba％d－Arouveau　qu，d　laγencontrθdu　m2me　Rimbaud　avec
　Verlaine．
　　彼が，同時代の二流詩人の中にさえ記載されていなかったにも拘ら
　ず，彼の名を主張するごくわずかな発言者達は，ランボヲの横に，第一
　列に彼を置いている：《ランボヲの亜流ではなく一とアラ』ゴンは明言し
　ている一対等の人である》。そしてブルトンは，ランボヲとヌーヴォー
　の特別な出合に，ランボヲのヴェルレーヌとの出会いよりも，より重要
　な意味を与えている。　　　　　　　　　　　　　　　（a．s．　p．5）
ヌーヴォーの生きた時代，ほとんど一般には知られなかったのです。しか
し，ラソボヲの後半生を見る時，ヌーヴォーの影響を我々に感じさせるの
です。そして：
　　Chaque　annee　les　Amis　de　Germaill　Nouveau，　venas　parfois
　d，au・deldi　des　OC6ans，　se　rθtrouvent　di　POU7プieS　res　POU7　U¢e　OU
de〃肩0〃7癬5　et　y　confrontent　1θS　r6sultats　de　leurs吻7exions
　et　de　leurs　recherches．　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　（a．　s．　P．5）
　　時折は，大洋のかなたからもやって来る，ジェルマソ・ヌーヴォーの
　友人達は，毎年，一日か二日プーリエールで出会い，そこで，彼らの意
　見や彼らの研究の成果を照らし合せる。
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という作業に熱中することになります。何故なら，ヌーヴォーという人間
自身が，一つの「詩」として，我々研究者の魂を捉えて放さないからなの
です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一完一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　《註》
（1）《llluminations》の中のVillesとMetropolitainの2作品。
（2）　1985年渡仏の折，1982年版「文芸研究第47号」『ランボヲの友，ヌーヴォ
　　ー』と’82年発表，末刊行の仏語論文《Le　monde　dans　un　quatrain》を持
　　参したところ，女史の著作《L’左CHARDE　DAArs　LA　CHAIR》に，仏
　　語論文を1985年版として記載されてしまい，困惑している次第です。
（3）　空には緑色の星もなく，．白い星雲もなく，
　　　どんな隠惨な三途の川かは知らないが，
　　　周りの水の上に波紋を描いている素晴しい0の中央に，
　　　僕の魂は物淋しく浮いている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　略字表
a．s．　avant－s∫δoJθ2　SOCIETE　1）ES　AMIS　DE　GERMAI～＞NOUVE！1σGermain
　　　NOUVEAU　sous　la　direction　deル1．、4．　RUFF，　pr6sent6　par　Louis
　　　FORESTIER　aux　lettres　modernes　1967，　minard，　PARIS．
Berenice　LETTERATURA　FRANCESE　CONTEMPORANEA　Berenice
　　　Rivista　quadrimestrale　di　letteratura　francese　diretta　da　Gabriele－Aldo
　　　Bertozzi　Estratto　dal　fascicolo　〃．19　（ル乙A1～．－Z987）　五こノC／11～INl
　　　EDITO1～E，　ROルtA．
　　　　　　sp．203POETES　d’AuJouRD’Hul　203　GERMAIN　NOUVEAU　un　e∬ai　de
　　　LOUIS　FORESTIER　des　ゴ〃us〃ations　une　‘hronologie　∂i∂lio－
　　　graphique　：GERMAIN　2＞OUVEA・U・et　5・〃temps，　EDITIoN　PIERRE
　　　SEGHERS，1971，　PARIS，
G．2V．　Lautr6amont　Germain　Nouveau（Euvres　complさtes　TExTEs珍TABLIS，
　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　PRESENTES　ET　ANNOTES　PAR　PIERRE・OLIVIER　WALZER　BIBLIOTH倉QUE
　　　　　　　　　ノDE　LA　PLEIADE，　Edition　Oα〃i〃tard　1970．
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